宋書孝義伝にみえる自売十夫と雇傭制 by 山根, 清志
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付
）
は
じ
め
に
周
知
の
よ
う
に
浜
口
重
国
氏
に
よ
れ
ば
中
国
史
上
、
奴
隷
が
「
著
し
く
増
加
し
て
く
る
の
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
後
漢
末
か
ら
魏
晋
南
北
朝
の
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
り
」、
そ
の
結
果
「
秦
漢
ま
で
の
私
奴
隷
は
制
度
上
奴
婢
一
色
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
が
、
兩
晋
南
北
朝
か
ら
隋
唐
に
な
る
と
、
奴
婢
の
外
に
半
奴
隷
―
唐
代
法
で
は
彼
等
を
部
曲
客
女
と
呼
ん
だ
―
を
生
じ
、
奴
隷
制
度
は
一
層
整
備
し
た
」
と
さ
れ
①る
。
す
な
わ
ち
魏
晋
南
北
朝
期
の
奴
隷
制
の
発
展
は
、
従
来
型
の
奴
隷
制
度
の
発
展
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
そ
れ
と
は
異
な
っ
た
隷
属
関
係
の
発
展
を
も
随
伴
し
、
し
た
が
っ
て
国
家
の
制
度
的
身
分
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
奴
婢
と
い
う
一
色
の
身
分
の
枠
内
に
収
ま
り
き
ら
な
い
形
態
の
隷
属
者
ら
を
も
取
り
込
み
秩
序
化
す
る
べ
く
上
級
私
賤
人
身
分＝
部
曲
客
女
身
分
の
出
現
が
必
要
と
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
堀
敏
一
氏
の
「
部
曲
・
客
女
身
分
成
立
の
前
提
―
六
朝
期
隷
属
民
の
諸
形
態
②」
は
、
そ
う
し
た
問
題
意
識
に
立
っ
て
、
六
朝
期
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
隷
属
者
ら
を
、
人
身
売
買
の
諸
形
態
と
、
養
子
・
雇
傭
・
客
・
部
曲
と
か
ら
具
体
的
且
つ
総
合
的
に
検
討
し
て
い
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
い
と
思
っ
て
い
る
自
売
十
夫
な
い
し
十
夫
客
に
つ
い
て
は
、
堀
氏
の
論
考
の
な
か
で
は
人
身
売
買
の
諸
形
態
の
箇
所
で
扱
わ
れ
て
い
る
。
対
象
そ
れ
自
体
の
も
っ
て
い
る
あ
る
種
の
奇
妙
さ
を
ぬ
ぐ
い
き
れ
な
い
ゆ
え
に
で
あ
ろ
う
か
、
以
前
か
ら
少
な
く
な
い
研
究
者
の
目
に
と
ま
り
言
及
さ
れ
て
き
た
が
、
や
は
り
理
解
し
が
た
い
部
分
の
残
る
の
が
避
け
ら
れ
ず
、
結
果
と
し
て
歴
史
的
性
格
を
め
ぐ
る
見
解
に
至
っ
て
は
論
者
間
の
懸
隔
が
決
し
て
小
さ
く
な
い
。
宋
書
孝
義
伝
に
み
え
る
自
売
十
夫
と
雇
傭
制
山
根
清
志
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福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
社
会
系
教
育
講
座
（
＊
）
一
、「
自
売
十
夫
」
な
い
し
「
十
夫
客
」
の
記
載
史
料
関
係
す
る
記
事
は
、
以
下
に
掲
げ
る
宋
書
、
南
齊
書
の
二
つ
の
記
事（〔
Ａ
〕
〔
Ｂ
〕）
で
あ
る
。
〔
Ａ
〕
郭
世
道
は
、
会
稽
永
興
の
人
な
り
。
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
母
を
失
ひ
、
あ
ら
た
つ
か
ま
こ
と
父
は
更
め
て
娶
る
。（
郭
）
世
道
、
父
及
び
後
母
に
事
へ
て
、
孝
道
淳
に
備
は
る
。
年
十
四
に
し
て
、
又
た
父
を
喪
ふ
。
…
…
家
貧
に
し
て
産
業
無
し
せ
お
と
と
の
く
、
傭
力
も
て
以
て
継
母
を
養
ふ
。
…
…
母
亡
す
。
土
を
負
ひ
墳
を
成
ふ
。
す
く
な
親
戚
咸
な
共
に
賻
助
す
る
も
、
受
く
る
所
有
る
微
し
。
葬
畢
は
る
や
、
傭
賃
し
て
先
直
を
倍
還
す
。
…
…
元
嘉
四
年
、
大
使
を
遣
は
し
て
天
下
を
巡
行
せ
し
む
る
に
、
散
騎
常
侍
袁
愉
、
其
の
淳
行
を
表
す
。
太

、
之
を
嘉
し
、
郡
に
敕

し
て
閭
門
に
表
し
、
其
の
税
調
を

き
、
居
る
所
の
獨
楓
里
を
改
め
て
孝
行
と
為
す
。
…
…
子
の
（
郭
）
原
平
…
…
、
親
を
養
ふ
に
己
が
力
を
必
す
。
性
、
木
功
に
な
ら
つ
ね
た
め
さ
い
く
閑
ひ
、
傭
賃
し
て
以
て
供
養
に
給
す
。
性
は
謙
虚
、
毎
に
人
の
為
に
匠
を
な作
し
て
、
散
夫
の
価
を
取
る
。
主
人
食
を
設
く
る
に
、
原
平
は
自
ら
家
貧
お
も
く
ら
に
し
て
父
母
の
肴
味
あ
る
を

ぜ
ざ
る
を
以
ひ
、
唯
だ
塩
飯
を

ふ
の
み
。
も
す
き
ば
ら
お
若
し
家
に
或
い
は
食
無
き
と
き
は
、
則
ち
虚
中
に
て
日
を
竟
へ
、
義
と
し
あ
か
な
く
お
ま
て
獨
り
飽
か
ず
。
要
ら
ず
日
暮
れ
作
畢
は
る
を
須
っ
て
、
直
を
受
け
家
に
か
ま
ど
も
ち
帰
り
、
里
中
に
於
い
て
買
糴
し
、
然
る
後
に
爨
を
擧
ふ
。
…
…
父
亡
す
、







…
…
営
凶
の
壙
功
…
…
十
夫
を
自
売
し
て
、
以
て
衆
費
に
供
す
。
…
…
葬
い
た
お
こ
た
畢
は
り
、
売
る
所
の
主
に
詣
り
、
執
役
懈
る
無
し
。
諸
奴
と
務
を
分
か
つ
ね
ゆ
る
や
か
ほ
ね
お
り
も
と
つ
に
、
毎
に
逸
な
る
を
譲
っ
て
勞
な
る
を
取
む
。
主
人
は
使
す
る
に
忍
び
や
ず
、
毎
に
之
を
遣
ら
ん
と
す
る
も
、
原
平
服
勤
し
、
未
だ
嘗
て
暫
替
せ
ず
。
余
す
所
の
私
夫
も
て
、
傭
賃
し
て
母
を
養
ひ
、
余
聚
有
り
て
以
て
自
ら
贖
ふ
。郭
世
道
、
会
稽
永
興
人
也
。
生
而
失
母
、
父
更
娶
。（
郭
）
世
道
事
父
及
後
母
、
孝
道
淳
備
。
年
十
四
、
又
喪
父
。
…
…
家
貧
無
産
業
、
傭
力
以
養
継
母
。
…
…
母
亡
。
負
土
成
墳
。
親
戚
咸
賻
助
、
微
有
所
受
。
葬
畢
、
傭
賃
倍
還
先
直
。
…
…
元
嘉
四
年
、
遣
大
使
淳
行
天
下
、
散
騎
常
侍
袁
愉
表
其
淳
行
、
太

嘉
之
、
敕
郡

表
閭
門
、

其
税
調
、
改
所
居
獨
楓
里
為
孝
行
焉
。
…
…
子
（
郭
）
原
平
…
…
、
養
親
必
己
力
。
性
閑
木
功
、
傭
賃
以
給
供
養
。
性
謙
虚
、
毎
為
人
作
匠
、
取
散
夫
価
。
主
人
設
食
、
原
平
自
以
家
貧
、
父
母
不
辨
有
肴
味
、
唯

塩
飯
而
已
。
若
家
或
無
食
、
則
虚
中
竟
日
、
義
不
獨
飽
。
要
須
日
暮
作
畢
、
受
直
帰
家
、
於
里
中
買
糴
、
然
後
擧
爨
。
…
…




父
亡
…
…
営
凶
壙
功
…
…
自
売
十
夫
、
以
供
衆
費
。
…
…
葬
畢
、
詣
所
買
主
、
執
役
無
懈
。
与
諸
奴
分
務
、
毎
譲
逸
取
勞
。
主
人
不
忍
使
、
毎
遣
之
、
原
平
服
勤
、
未
曾
暫
替
。
所
余
私
夫
、
傭
賃
養
母
、
有
余
聚
以
自
贖
。
（
宋
書
、
巻
九
十
一
、
孝
義
伝
）
南
史
、
巻
七
十
三
、
孝
義
上
も
略
同
じ
し


〔
Ｂ
〕
呉
達
之
は
、
義
興
の
人
な
り
。
嫂
亡
し
て
、
以
て
葬
す
る
無
し
。
自
売









し
て
十
夫
の
客
と
為
り
、
以
て
冢
槨
を
営
む
。
従

弟
の
敬
伯
夫
妻
、
荒
う
年
に
江
北
に
略
売
せ
ら
る
。（
呉
）
達
之
、
田
十
畝
有
り
、
貨
り
て
以
て
こ
れ
あ
が
な
之
を
贖
ふ
。
之
と
財
を
同
じ
く
し
宅
を
共
に
す
。
郡
、
命
じ
て
主
簿
と
為
福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
紀
要
（
社
会
科
学
）、
三
、
二
〇
一
二
六
二
さ
ん
と
す
。
固
く
以
て
兄
に
譲
る
。
又
た
世
業
の
舊
田
を
譲
り
て
族
弟
に
与
へ
ん
と
す
。
弟
も
亦
た
受
け
ず
。
田
遂
に
閑
廢
す
。
建
元
三
年
、
詔
し
て
門
閭
に
表
す
。






呉
達
之
、
義
興
人
也
。
嫂
亡
無
以
葬
。
自
売
為
十
夫
客
、
以
営
冢
槨
。
従

弟
敬
伯
夫
妻
、
荒
年
被
略
売
江
北
。（
呉
）
達
之
有
田
十
畝
、
貨
以
贖
之
。
与
之
同
財
共
宅
。
郡
命
為
主
簿
。
固
以
譲
兄
。
又
譲
世
業
舊
田
与
族
弟
。
弟
亦
夫
受
。
田
遂
閑
廢
。
建
元
三
年
、
詔
表
門
閭
。
（
南
齊
書
、
巻
五
十
五
、
孝
義
伝
）
南
史
、
巻
七
十
三
、
孝
義
上
も
略
同
じ
二
、「
自
売
十
夫
」
な
い
し
「
十
夫
客
」
を
め
ぐ
る
こ
れ
ま
で
の
諸
説
浜
口
重
国
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
に
注
意
を
払
っ
た
最
初
の
人
は
恐
ら
く
鞠
清
遠
氏
で
あ
っ
て
、
鞠
氏
の
考
え
た
通
り
、
郭
原
平
伝
の
「
自
売
十
夫
」
は
呉
達
之
伝
の
「
自
売
為
十
夫
客
③」
に
同
じ
で
あ
ろ
う
、
と
い
④う
。
但
し
厳
密
に
い
え
ば
、
鞠
氏
よ
り
二
年
前
の
一
九
三
三
年
に
、
仁
井
田
陞
氏
が
「
漢
魏
六
朝
の
質
制
度
（
原
題
は
漢
魏
六
朝
に
於
け
る
債
権
の
担
保
⑤）」を
世
に
問
わ
れ
、
こ
こ
に
掲
げ
た
〔
Ａ
〕〔
Ｂ
〕
の
史
料
を
他
の
同
類
と
さ
れ
る
史
料
と
も
に
労
働
償
却
債
奴
制
の
顕
著
な
事
例
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
債
務
者
が
自
己
の
身
体
を
債
権
者
に
人
質
と
し
て
委
ね
、
自
己
の
労
働
に
よ
っ
て
債
務
を
代
還
（
郭
原
平
が
自
ら
債
主
の
も
と
に
至
っ
て
労
務
に
服
し
、
そ
の
労
務
を
も
っ
て
債
務
を
償
却
す
る
と
解
す
る
）
し
、
代
還
し
て
し
ま
え
ば
解
放
さ
れ
て
、
自
由
な
身
分
を
回
復
す
る
一
時
的
債
奴
と
も
よ
ば
れ
る
制
度
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。
次
い
で
、〔
Ａ
〕〔
Ｂ
〕
を
と
り
あ
げ
ら
れ
た
鞠
氏
は
論
文
中
で
の
引
用
の
仕
方
か
ら
み
て
、
浜
口
氏
の
言
わ
れ
た
よ
う
に
郭
原
平
伝
の
「
自
売
十
夫
」
が
呉
達
之
伝
の
「
自
売
為
十
夫
客
」
に
同
じ
で
あ
ろ
う
、
と
恐
ら
く
み
な
さ
れ
て
い
よ
う
。
た
だ
、
そ
の
鞠
氏
の
一
九
三
五
年
の
論
文
で
は
、『
十
夫
客
』
が
破
砕
し
た
客
制
度
で
あ
る
と
の
認
識
の
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
無
視
で
き
な
い
よ
う
に
思
⑥う
。
そ
の
後
、
関
係
の
各
論
者
が
分
析
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
る
の
は
主
と
し




て
〔
Ａ
〕
で
、
な
か
ん
ず
く
「
…
…
父
亡
す
…
…
営
凶
壙
功
…
…
自
売
十
夫
、
以
供
衆
費
。
…
…
葬
畢
、
詣
所
買
主
、
執
役
無
懈
。
与
諸
奴
分
務
、
毎
譲
逸
取
勞
。
主
人
不
忍
使
、
毎
遣
之
、
原
平
服
勤
、
未
曾
暫
替
。
所
余
私
夫
、
傭
賃
養
母
、
有
余
聚
以
自
贖
。」
の
部
分
で
あ
っ
た
。
対
す
る
に
〔
Ｂ
〕
は
短
文
で
こ
こ
に
所
掲
の
も
の
で
全
文
で
あ
り
、こ
れ
に
よ
っ
て「
自
売
し
て
十
夫
客
と
為
」
る
と
い
う
言
い
方
の
当
時
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
れ
ば
そ
れ
で
用
が
足
り
た
か
の
如
き
取
り
扱
わ
れ
方
を
な
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
う
。
浜
口
重
国
「
唐
の
部
曲
・
客
女
と
前
代
の
衣
食
客
」（
一
九
五
二
年
）
は
、「
十
夫
と
は
或
る
額
の
労
働
量
も
し
く
は
或
る
型
の
労
働
を
示
す
も
の
の
よ
う
で
、
十
夫
客
と
は
そ
れ
に
従
う
者
の
謂
で
あ
ろ
う
」
と
さ
れ
、
ま
た
「
「
所
余
私
夫
傭
賃
、
養
母
有
余
、
聚
以
自
贖
」（
句
読
は
浜
口
氏
に
よ
る
・
山
根
）
も
判
り
難
い
が
、
恐
ら
く
十
夫
客
と
し
て
自
分
を
買
っ
て
く
れ
た
家
で
約
束
通
り
十
夫
の
労
働
を
果
た
し
た
の
ち
、
主
家
の
私
夫
則
ち
顧
傭
労
働
者
と
な
り
、
得
た
賃
銀
で
母
を
養
っ
て
余
り
を
貯
蓄
し
、
先
に
十
夫
客
と
な
る
時
に
受
け
取
っ
た
金
を
償
却
し
て
自
由
の
身
と
な
っ
た
、
と
解
釈
す
べ
き
も
の
の
如
く
で
あ
る
」
と
さ
れ
、
従
っ
て
「
十
夫
客
は
質
入
奴
婢
の
一
種
で
あ
る
」
と
規
定
し
つ
つ
、「
か
山
根：
宋
書
孝
義
伝
に
み
え
る
自
売
十
夫
と
雇
傭
制
六
三
か
る
も
の
を
も
「
客
」
と
言
っ
た
と
す
れ
ば
、
客
の
語
の
卑
賤
化
し
た
こ
と
を
思
う
べ
き
で
あ
る
」
と
さ
れ
⑦た
。
次
い
で
、
唐
長
孺
『
三
至
六
世
紀
江
南
大
土
地
所
有
制
的
発
展
』「
五
奴
婢
和
各
種
依
附
者
的
地
位
」
で
は
、
客
の
四
つ
の
来
源
の
中
の
三
に
自
売
の
客
を
挙
げ
て
〔
Ａ
〕〔
Ｂ
〕
を
引
用
し
、
十
夫

の
ぴ
っ
た
り
く
る
意
味
は
わ
れ
わ
れ
に
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
南
齊
書
巻
五
十
五
孝
義
呉
達
之
伝
に
「
嫂
亡
し
以
て
葬
す
る
無
し
、
自
売
し
て
十
夫
客
と
為
る
」
と
言
っ
て
い
て
、
当
時
通
用
し
た
名
称
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
客
は

私
夫
庸
賃

の
時
間
が
有
り
、
よ
っ
て
聚
財
自
贖
が
で
き
て
、
明
ら
か
に
奴
隷
と
同
じ
で
な
い
、
と
さ
れ
て
い
⑧る
。
ま
た
、『
魏
晋
南
北
朝
史
論
叢
続
編
』
の
註
文
⑨中
で
、
唐
氏
は
つ
と
に
中
国
で
は
と
て
も
は
や
く
少
な
く
も
漢
代
以
降
に
雇
傭
労
働
、い
わ
ゆ
る
傭
力
客
作

が
出
現
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
。「
雇
傭
労
働
の
存
在
は
非
常
に
古
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
幾
世
紀
も
の
あ
い
だ
奴
隷
制
度
と
な
ら
ん
で
、
ば
ら
ば
ら
に
、
散
在
的
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
」
と
い
う
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
⑩言
に
示
唆
さ
れ
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
こ
で
、
宋
書
・
孝
義
伝
の
記
事
に
関
し
て
も
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
。
宋
書
・
孝
義
伝
中
の
郭
世
道
、
郭
原
平
、
呉
逵
、
王
彭
は
す
べ
て
傭
力
も
て
自
ら
給
し
て
い
た
が
、
郭
原
平
が
木
工
で
あ
っ
た
外
、
其
の
他
は
雇
農
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
こ
の
時
の
傭
力
は
よ
く
借
金
を
す
る
性
質
を
帯
び
て
い
て
、
貧
し
い
人
は
（
物
を
）
抵
当
に
い
れ
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
、
す
な
わ
ち
労
働
力
を
抵
当
に
す
る
、
し
か
し
又
た
典
貼
と
い
さ
さ
か
異
な
る
、
な
ぜ
な
ら
ば
全
部
の
労
働
力
を
売
る
の
で
は
な
く
て
、
自
身
で
（
そ
の
）
一
部
分
を
保
留
し
た
か
ら
で
あ
る
―
―
と
。
次
い
で
、
一
九
八
三
年
に
入
っ
て
は
陳
連
慶
氏
と
朱
雷
氏
が
論
じ
て
い
る
。
陳
連
慶
氏
に
よ
れ
ば
、
十
夫
客
は
南
朝
の
特
殊
産
物
で
あ
り
、
こ
の
他
に
は
絶
え
て
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
主
客
関
係
の
形
成
は
、
主
人
の
招
徠
と
客
の
寄
身
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、
売
買
に
よ
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
十
夫
客
の
形
成
は
、
却
っ
て
自
売
に
よ
っ
て
、
招
徠
と
寄
身
に
よ
ら
な
い
。
ゆ
え
に
十
夫
客
は
基
本
的
に
債
務
奴
隷
の
範
疇
に
属
す
。
奴
隷
の
農
奴
化
の
過
程
全
体
か
ら
み
て
、
十
夫
客
の
出
現
は
、
客
制
度
の
破
砕
で
は
な
く
て
、
債
務
奴
隷
の
客
へ
の
転
化
の
結
果
な
の
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
⑪る
。
相
似
性
を
有
す
る
麹
氏
高
昌
政
権
下
の
「
作
人
」
と
の
比
較
と
い
っ
た
視
角
を
入
れ
て
と
り
あ
げ
る
の
が
朱
雷
氏
で
あ
る
。
氏
に
よ
れ
ば
、
当
時
一
種
の
売
身
者
に
「
十
夫
客
」
と
い
う
の
が
あ
っ
た
の
が
知
ら
れ
る
が
、
し
か
し
「
客
」
と
言
っ
て
奴
と
言
わ
ず
、
奴
婢
と
区
別
の
有
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。「
十
夫
客
」
は
身
を
売
っ
て
主
人
の
為
に
執
役
す
る
に
、「
諸
奴
と
務
を
分
か
」
っ
て
い
て
、
其
の
身
分
は
私
属
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
た
だ
し
原
平
伝
に
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
彼
は
自
売
し
て
「
十
夫
客
」
と
為
っ
て
以
後
、
な
お
「
余
す
所
の
私
夫
」
が
有
っ
て
、
自
己
の
管
理
下
に
お
く
こ
と
が
で
き
、
だ
か
ら
原
平
が
「
傭
賃
し
て
母
を
養
う
」
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
さ
ら
に
少
し
の
銭
を
積
み
重
ね
て
自
ら
を
贖
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
主
人
の
為
に
執
役
す
る
任
務
を
な
し
終
え
た
以
外
に
、
余
っ
た
所
の
時
間
は
十
夫
客
が
み
ず
か
ら
管
理
下
に
置
く
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
、
と
さ
れ
⑫る
。
次
い
で
ま
た
、
翌
一
九
八
四
年
、
姜
伯
勤
「
中
国
田
客
制
、
部
曲
制
与
英
国
維
蘭
制
的
比
較
研
究
」
で
は
、
朱
雷
氏
に
よ
る
「
十
夫
客
」
と
麹
氏
高
昌
時
期
の
「
作
人
」
と
の
相
似
性
の
指
摘
に
深
く
共
鳴
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
「
十
夫
客
」
と
十
一
世
紀
英
国
のcottar
と
の
相
似
性
を
指
摘
し
て
議
論
を
す
す
福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
紀
要
（
社
会
科
学
）、
三
、
二
〇
一
二
六
四
め
る
。
氏
に
よ
れ
ば
、「
十
夫
客
」
は
良
人
が
債
務
を
負
っ
た
の
ち
自
売
形
式
に
よ
っ
て
出
現
し
た
隷
属
で
あ
る
。「
十
夫
客
」
の
労
働
日
は
お
お
よ
そ
二
つ
の
部
分
に
分
か
れ
、
一
つ
の
部
分
は
主
人
に
提
供
す
る
力
役
で
あ
り
、

ち
一
定
の
割
前
の
労
働
日
を
提
供
し
て
主
人
に
供
出
す
る
労
役
義
務
と
し
た
。「
十
夫
」
の
名
に
よ
れ
ば
、
或
は
毎
月
「
十
夫
」
す
な
わ
ち
十
労
働
日
が
主
人
の
所
有
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
別
の
部
分
が
「
私
夫
」、「
庸
賃
」
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
主
人
の
為
に
服
役
す
る
ノ
ル
マ
労
働
日
外
の
労
働
日
を
「
私
夫
」
と
言
い
、
す
べ
て
庸
賃
す
な
わ
ち
臨
時
受
雇
形
式
で
売
っ
た
。
こ
れ
はcottar
の
よ
う
に
臨
時
工
を
や
る
こ
と
に
よ
っ
て
必
要
労
働
の
再
生
産
を
お
こ
な
っ
た
の
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
「
十
夫
客
」、
高
昌
の
「
作
人
」
と
唐
宋
の
雇
農
と
の
区
別
さ
れ
る
点
は
、「
十
夫
客
」、
高
昌
の
「
作
人
」
は
主
人
に
対
し
て
強
固
な
人
身
的
隷
属
が
有
り
、
主
人
に
提
供
し
た
労
役
は
主
人
が
予
め
つ
け
た
買
価
に
対
し
て
債
務
を
帳
消
し
に
す
る
等
価
物
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
彼
ら
は
主
人
か
ら
雇
価
を
受
け
取
ら
な
い
。
而
し
て
雇
農
は
主
人
か
ら
雇
価
を
受
け
取
り
、
か
つ
雇
契
を
解
除
し
た
時
す
ぐ
さ
ま
主
人
に
対
し
て
人
身
的
隷
属
を
失
う
、
と
す
る
。
し
か
も
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、「
十
夫
客
」、
高
昌
の
「
作
人
」
と
「
佃
客
」
と
は
同
じ
く
、
国
家
法
律
上
で
は
皆
な
良
人
で
あ
っ
て
賤
口
で
は
な
い
、
と
断
定
さ
れ
⑬る
。
次
い
で
さ
ら
に
、
論
を
展
開
さ
れ
た
の
が
堀
敏
一
「
部
曲
・
客
女
身
分
成
立
の
前
提
」
で
あ
っ
た
。
氏
は
郭
原
平
伝
の
該
当
箇
所
に
基
づ
き
十
夫
客
を
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。「
こ
れ
は
（
１
）「
諸
奴
」
と
い
っ
し
ょ
に
働
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
佃
客
（
小
作
人
）
と
は
ち
が
っ
て
、
主
家
の
直
営
地
に
お
い
て
直
接
使
役
を
う
け
た
も
の
で
あ
る
。（
２
）
し
か
も
「
私
夫
」
が
あ
っ
て
、
そ
の
余
暇
に
「
傭
賃
」
に
出
て
別
の
労
働
を
行
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
主
家
で
の
労
働
に
は
一
定
量
の
定
め
が
あ
っ
た
点
、
奴
婢
と
は
ち
が
っ
て
、
自
己
の
労
働
を
別
に
も
つ
余
裕
が
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
そ
の
一
定
量
が
ど
の
よ
う
な
形
で
き
ま
っ
て
い
た
の
か
、
…
…
わ
か
ら
な
い
」。
こ
の
あ
と
、
唐
突
に
養
老
戸
令
家
人
所
生
条
の
「
不
得
尽
頭
駆
使
」
を
引
い
て
、
こ
れ
は
十
夫
客
に
も
共
通
し
た
性
格
で
あ
ろ
う
と
言
及
さ
れ
た
後
、「
（
３
）
し
か
し
「
贖
」
の
必
要
が
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
や
は
り
身
売
り
で
あ
っ
て
、
客
の
身
分
か
ら
解
放
さ
れ
る
に
は
そ
の
身
を
買
戻
す
必
要
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
そ
の
身
を
買
戻
す
ま
で
の
労
働
は
、
奴
隷
的
な
無
償
労
働
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
つ
づ
け
て
い
ら
れ
⑭る
。
同
時
に
ま
た
、
十
夫
客
を
労
働
消
却
債
奴
制
の
例
と
考
え
た
仁
井
田
陞
氏
を
批
判
し
て
、「
私
は
十
夫
客
は
人
身
売
買
の
一
種
で
あ
っ
て
買
戻
を
必
要
と
す
る
、
つ
ま
り
そ
の
労
働
は
無
償
で
あ
っ
て
、
受
取
っ
た
前
金
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
た
」
と
再
度
自
己
の
解
釈
を
強
調
さ
れ
て
い
⑮る
。
三
、
史
料
〔
Ａ
〕〔
Ｂ
〕
の
解
釈
―
こ
れ
ま
で
の
諸
説
の
検
討
も
兼
ね
て
―
い
ま
ま
で
当
該
史
料
を
前
後
関
係
を
視
野
に
入
れ
て
ト
ー
タ
ル
に
み
る
こ
と
が
あ
ま
り
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
ず
、
史
料
〔
Ｂ
〕
の
方
か
あ
に
よ
め
ら
み
て
み
た
い
。
義
興
郡
の
人
・
呉
達
之
は
嫂
が
亡
く
な
っ
た
の
に
葬
式
が
出
せ
な
い
。
そ
こ
で
自
売
し
て
十
夫
客
と
な
っ
て
葬
儀
の
費
用
を
ま
か
な
っ
た
と
い
う
。
孝
義
伝
に
載
さ
れ
る
有
力
な
パ
タ
ー
ン
の
一
つ
で
あ
る
。
短
い
〔
Ｂ
〕
山
根：
宋
書
孝
義
伝
に
み
え
る
自
売
十
夫
と
雇
傭
制
六
五
の
文
で
あ
る
が
、
そ
の
あ
と
も
記
述
が
つ
づ
く
。
従
祖
弟
敬
伯
夫
妻
が
、
凶
作
飢
饉
の
年
に
江
北
に
略
売
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
が
、
呉
達
之
に
は
田
十
畝
が
あ
う
っ
て
、
そ
れ
を
貨
っ
て
敬
伯
夫
妻
を
贖
い
か
え
し
た
。
又
た
、
世
業
の
旧
田
を
族
弟
に
譲
り
与
え
よ
う
と
し
た
結
果
、
田
を
閑
廃
に
到
ら
せ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
呉
達
之
が
自
売
し
て
十
夫
客
と
為
っ
た
と
さ
れ
る
「
十
夫
客
」
が
、
奴
隷
へ
の
転
落
に
直
結
す
る
、
状
況
的
に
も
切
羽
詰
ま
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
は
必
ず
し
も
思
え
な
い
の
で
あ
る
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
。
つ
ぎ
に
、
史
料
〔
Ａ
〕
の
方
に
移
ろ
う
。
郭
世
道
・
原
平
父
子
の
場
合
、
極
め
て
よ
く
似
た
歴
史
を
歩
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
郭
世
道
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
親
母
な
く
、
父
と
父
が
更
め
て
娶
っ
た
継
母
に
仕
え
て
孝
道
ま
こ
と
に
備
わ
っ
た
。
十
四
歳
で
父
を
失
う
が
、
家
貧
で
産
業
が
な
い
の
で
、
傭
力
を
売
っ
て
継
母
を
養
っ
た
。
さ
ら
に
継
母
が
な
く
な
っ
て
葬
式
を
だ
す
際
に
は
、
親
戚
皆
が
共
に
賻
助
し
よ
う
と
し
た
が
、
少
し
し
か
受
け
取
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
も
、
葬
が
終
わ
る
と
、「
庸
賃
し
て
先
直
を
倍
還
」
し
た
。
こ
う
し
た
淳
行
が
、
元
嘉
四
（
四
二
七
）
年
、
文
帝
の
嘉
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
郡
に
敕

し
て
門
閭
に
表
し
、
税
調
を
免
除
し
、
住
ん
で
い
る
獨
楓
里
が
孝
行
里
と
改
名
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
経
済
的
に
は
家
貧
と
い
わ
れ
る
状
態
で
、
土
地
を
中
心
と
す
る
不
動
産
も
な
く
、
手
っ
と
り
早
い
生
活
手
段
は
「
傭
力
」「
庸
賃
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
す
く
な
く
も
当
時
の
南
朝
社
会
に
は
そ
れ
ら
が
相
当
程
度
、
普
及
・
展
開
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
、
門
閭
に
表
さ
れ
る
栄
誉
に
浴
し
た
郭
世
道
が
賤
口
で
な
く
良
民
で
あ
っ
た
の
は
い
わ
ず
も
が
な
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
右
の
よ
う
な
父
親
・
郭
世
道
の
生
き
ざ
ま
は
当
然
、
子
の
郭
原
平
に
深
い
影
響
を
与
え
な
い
は
ず
が
あ
る
ま
い
。
ま
た
、
門
閭
に
表
さ
れ
た
家
の
歴
史
は
郭
原
平
を
様
々
に
制
約
す
る
に
相
違
な
い
。
原
平
は
、
父
の
淳
行
ぶ
り
の
上
に
さ
ら
に
又
た
卓
絶
し
た
行
い
で
通
し
、
親
を
養
生
す
る
の
に
自
分
の
力
以
外
の
も
の
に
た
よ
る
こ
と
を
潔
し
と
し
な
か
っ
た
。
木
工
技
術
に
得
意
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
其
れ
を
用
い
傭
賃
し
て
供
養
に
そ
な
え
た
。
性
格
は
謙
虚
で
、
つ
ね
に
人
の
為
に
細
工
を
こ
し
ら
え
て
（
或
は
修
理
な
ど
簡
単
な
工
事
等
を
や
っ
て
や
り
）、
キ
レ
ギ
レ
の
手
間
賃
を
得
て
い
た
。
雇
傭
主
が
食
事
を
用
意
し
て
く
れ
る
と
、
原
平
は
「
家
貧
」
な
の
で
家
に
居
る
父
母
に
肴
の
ご
ち
そ
う
が
と
り
そ
ろ
え
ら
れ
て
い
る
は
ず
が
な
い
と
自
分
で
判
断
し
て
、
た
だ
塩
飯
を
食
べ
る
だ
け
だ
っ
た
。
も
し
も
家
に
食
べ
る
も
の
が
無
い
と
き
に
は
、
空
き
っ
腹
で
一
日
中
す
ご
し
、
自
分
だ
け
お
腹
を
満
た
す
こ
と
を
し
な
い
の
を
義
と
し
た
。
か
な
ら
ず
日
が
暮
れ
し
ご
と
が
終
わ
る
の
を
待
っ
て
、
そ
の
日
の
賃
直
を
受
け
と
っ
て
家
へ
帰
り
、
里
内
で
穀
物
を
買
い
入
れ
て
か
ら
飯
を
炊
い
た
。
す
な
わ
ち
、
子
の
郭
原
平
の
場
合
も
、「
家
貧
」
で
あ
っ
て
経
済
的
状
況
は
父
親
の
代
と
基
本
的
に
変
わ
っ
て
い
な
い
も
の
と
見
受
け
ら
れ
る
。
同
時
に
父
親
の
時
同
様
、
生
活
の
手
立
て
は
傭
賃
す
る
こ
と
を
講
ず
る
よ
り
ほ
か
に
な
い
か
の
如
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
父
・
世
道
の
死
の
と
き
が
や
っ
て
く
る
。
父
世
道
が
死
ぬ
る
と
、
お
わ
り
哭
き
踊
り
な
げ
き
悲
し
ん
で
気
を
失
い
、
数
日
経
っ
て
や
っ
と
蘇
っ
た
。
終
を
つ
と
め
る
み
ち
は
、
心
情
と
礼
儀
の
限
り
を
つ
く
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
原
平
は
、
墓
穴
を
営
む
に
も
人
を
雇
う
こ
と
を
し
た
く
な
い
の
で
、
か
つ
て
墓
を
営
ん
だ
こ
と
の
あ
る
「
邑
中
」
の
者
を
訪
ね
て
人
を
助
け
て
は
た
ら
き
を
の
福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
紀
要
（
社
会
科
学
）、
三
、
二
〇
一
二
六
六
なば
し
、
久
し
く
し
て
墓
作
り
に
閑
れ
て
熟
達
し
た
、
と
い
う
。
そ
し
て
こ
の
後
に
、
論
者
の
誰
も
が
引
用
す
る




又
自
売
十
夫
、
以
供
衆
費
。
…
…
葬
畢
、
詣
所
買
主
、
執
役
無
懈
。
与
諸
奴
分
務
、
毎
譲
逸
取
勞
。
主
人
不
忍
使
、
毎
遣
之
、
原
平
服
勤
、
未
曾
暫
替
。
所
余
私
夫
、
傭
賃
養
母
、
有
余
聚
以
自
贖
。
と
い
う
く
だ
り
が
続
く
の
で
あ
る
。「
衆
費
」
は
父
親
の
葬
儀
に
関
わ
っ
て
必
要
な
さ
ま
ざ
ま
な
費
え
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
原
資
は
「
自
売
十
夫
」
に
よ
っ
て
得
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
浜
口
氏
の
い
わ
れ
た
よ
う
に
、
十
夫
と
は
、「
或
る
額
の
労
働
量
も
し
く
は
或
る
型
の
労
働
を
示
す
も
の
の
よ
う
」
で
、
十
夫
客
と
は
「
そ
れ
に
従
う
者
の
謂
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
の
が
ま
ず
は
自
然
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
葬
儀
が
畢
わ
っ
た
。
原
平
は
、
買
っ
て
く
れ
た
主
人
の
所
へ
行
っ
て
、
役
を
執
り
お
こ
な
っ
て
懈
怠
す
る
と
こ
ろ
な
く
、「
諸
奴
」
と
役
務
を
分
担
す
る
の
に
、
つ
ね
に
逸
な
る
務
を
譲
っ
て
勞
な
る
務
を
取
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
で
「
他
奴
」
と
い
わ
ず
「
諸
奴
」
と
い
っ
て
お
り
、
原
平
を
「
客
」
と
い
っ
て
奴
と
い
っ
て
い
な
い
こ
と
と
兼
ね
併
せ
る
な
ら
ば
、
こ
の
段
階
の
原
平
を
奴
婢
身
分
（
も
し
く
は
奴
隷
身
分
）
と
す
る
の
は
正
し
く
な
か
ろ
う
。
浜
口
氏
の
「
十
夫
客
は
質
入
れ
奴
婢
の
一
種
で
あ
る
」と
い
う
説
、
陳
連
慶
氏
の「
債
務
奴
隷
」
説
に
は
い
さ
さ
か
従
い
か
ね
る
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
に
陳
氏
の
場
合
、
奴
隷
の
農
奴
化
の
過
程
全
体
と
の
関
係
か
ら
み
て
、
十
夫
客
の
出
現
は
債
務
奴
隷
の
客
へ
の
転
化
の
結
果
な
の
だ
と
さ
れ
る
訳
だ
が
、
そ
の
こ
と
が
良
民
で
あ
る
郭
原
平
が
十
夫
客
と
な
っ
た
事
例
に
お
い
て
ど
う
妥
当
す
る
も
の
な
の
か
よ
く
理
解
で
き
な
い
。
先
述
の
よ
う
に
唐
長
孺
氏
は
、
十
夫
客
が

私
夫
庸
賃

の
時
間
が
有
り
、
聚
財
自
贖
で
き
た
こ
と
を
も
っ
て
奴
隷
と
お
な
じ
で
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。
つ
ね
に
逸
な
る
務
を
譲
っ
て
勞
な
る
務
を
取
っ
た
原
平
の
執
役
態
度
に
対
し
つ
ね
て
、
主
人
は
「
使
う
に
忍
び
ず
、
毎
に
之
を
遣
わ
さ
ん
と
（
よ
く
こ
れ
を
放
し
て
や
ろ
う
と
）」
し
た
と
い
う
が
な
ぜ
な
の
で
あ
ろ
う
。
け
だ
し
、
淳
行
で
門
閭
に
表
さ
れ
た
世
道
の
子
原
平
も
又
卓
絶
し
た
行
い
で
知
ら
れ
、
自
売
十
夫
に
よ
る
約
束
履
行
か
ら
の
こ
の
執
役
の
件
に
つ
い
て
も
も
と
は
と
い
え
ば
父
親
の
葬
儀
に
要
す
る
衆
費
捻
出
の
為
で
あ
る
こ
と
を
主
人
が
知
っ
て
い
た
と
し
た
ら
、
こ
の
主
人
の
と
っ
た
態
度
も
う
な
ず
け
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
う
し
た
主
人
の
思
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
原
平
は
ほ
ね
お
り
仕
事
に
つ
と
め
、
い
ま
だ
か
つ
て
し
ば
し
も
お
こ
た
る
こ
と
は
無
か
っ
た
、
と
い
う
。
こ
こ
ま
で
が
、
主
人
へ
の
執
役
に
係
る
部
分
で
あ
ろ
う
。
次
い
で
「
余
す
所
の
私
夫
も
て
、
傭
賃
し
て
母
を
養
う
」
と
い
う
。
何
に
対
し
て
「
余
す
所
」
な
の
か
だ
が
、
十
夫
客
の
主
人
の
と
こ
ろ
へ
詣
っ
て
の
執
役
、
こ
れ
に
対
立
さ
せ
て
言
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、「
有
余
聚
以
自
贖
」
と
つ
づ
く
が
、「
余
聚
有
り
て
以
て
自
ら
贖
す
」（
堀
⑯氏
）
か
「
余
有
ら
ば
聚
め
て
以
て
自
ら
贖
う
」
と
訓
み
う
る
如
く
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
葬
畢
わ
っ
て
以
後
主
家
へ
詣
っ
て
執
役
し
、
自
贖
し
終
わ
る
ま
で
の
郭
原
平
の
労
働
は
、
（

）
十
夫
客
と
し
て
自
分
を
買
っ
て
く
れ
た
主
人
の
家
で
約
束
通
り
果
た
し
た
十
夫
の
労
働
（

）
余
す
所
の
私
夫
…
…
…
傭
賃
し
て
母
を
養
う
の
に
使
用
（

）
余
聚
…
…
…
…
…
…
…
自
贖
に
使
用
と
い
う
三
つ
の
部
分
（
大
別
す
れ
ば
（

）
と
（

）（

））
か
ら
構
成
さ
れ
山
根：
宋
書
孝
義
伝
に
み
え
る
自
売
十
夫
と
雇
傭
制
六
七
て
い
た
こ
と
に
な
る
。（

）
が
十
夫
を
買
っ
て
く
れ
た
主
人
の
領
有
下
に
あ
っ
た
こ
と
は
自
明
の
こ
と
で
あ
る
と
し
て
、（

）
と
（

）
に
つ
い
て
朱
雷
氏
は
、
十
夫
客
た
る
原
平
が
管
理
（
朱
雷
論
文
で
は
「
支
配
」
と
記
す
）
し
得
た
と
明
言
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
、
姜
伯
勤
氏
、
堀
敏
一
氏
も
ほ
ぼ
同
様
の
理
解
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
た
だ
姜
氏
に
あ
っ
て
は
一
歩
突
っ
込
ん
で
、
十
夫
を
或
は
毎
月
「
十
夫
」
す
な
わ
ち
十
労
働
日
が
主
人
の
所
有
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
異
な
る
。
も
っ
と
も
大
き
く
見
解
が
分
か
れ
る
の
は
、（

）
の
「
執
役
」＝
労
働
の
性
格
を
ど
の
よ
う
に
認
識
す
る
か
を
め
ぐ
っ
て
で
あ
る
。
或
い
は
、「
漢
魏
六
朝
で
は
、
労
働
力
は
高
い
財
産
的
価
値
を
も
っ
て
い
た
か
ら
、
そ
れ
を
多
く
有
す
る
も
の
ほ
ど
、
担
保
力
は
大
で
あ
っ
⑰た
」
と
い
わ
れ
、「
こ
の
時
の
傭
力
は
よ
く
借
金
す
る
性
質
を
帯
び
て
い
て
、
貧
し
い
人
は
抵
当
に
い
れ
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
、
す
な
わ
ち
労
働
力
を
抵
当
に
す
⑱る
」
と
い
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
ま
さ
し
く
原
平
が
「
自
売
」
し
て
主
家
か
ら
得
た
額
の
担
保＝
抵
当
が
文
字
通
り
十
夫
す
な
わ
ち
主
家
で
の
執
役
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
が
、
堀
氏

は
担
保
や
抵
当
の
語
の
使
用
は
採
用
さ
れ
ず
、（

）
の
余
聚
に
よ
る
「
自
贖
」
の
事
実
か
ら
十
夫
客
は
や
は
り
身
売
り
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
「
前
⑲金
」
を
返
還
し
て
身
を
買
戻
す
ま
で
に
な
さ
れ
る
主
家
で
の
執
役
労
働
は
、
仁
井
田
氏
の
如
く
債
務
が
労
働
に
よ
っ
て
償
却
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
と
解
す
べ
き
で
な
く
、
却
っ
て
奴
隷
的
な
対
価
な
き
無
償
労
働
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で




あ
る
。
仁
井
田
氏
の
、
十
夫
客
を
労
働
消
却
債
奴
制
（
一
時
的
債
奴
制
）
の
例
と
解
す
る
の
は
採
れ
な
い
と
し
て
も
、
何
ら
か
の
意
味
で
債
務
が
労
働
に
よ
っ
て
償
却
さ
れ
る
と
考
え
る
余
地
は
あ
り
得
る
の
で
な
い
か
。
一
体
、
主
家
で
の
執
役
が
無
償
労
働
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
労
働
は
原
平
の
身
の
買
戻
し
に
は
い
さ
さ
か
も
与
ら
な
い
。
身
の
買
戻
し
は
も
っ
ぱ
ら
「
余
聚
」
に
よ
る
自
贖
に
よ
っ
て
の
み
と
い
う
こ
と
に
な
る
ほ
か
な
い
。
そ
れ
は
、
あ
た
か
も
主
家
へ
の
原
平
の
強
固
な
人
身
的
隷
属
性
を
前
提
に
し
た
、
偏
に
主
家
に
有
利
な
条
件
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
う
で
あ
る
こ
と
と
、
も
う
一
方
で
の
（

）
余
す
所
の
私
夫
と
（

）
余
聚
と
に
つ
い
て
は
主
家
が
禁
欲
的
に
そ
れ
ら
の
管
理
を
十
夫
客
側
に
ゆ
だ
ね
る
と
い
う
こ
と
と
は
い
さ
さ
か
不
調
和
で
両
立
し
が
た
い
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
、「
主
人
不
忍
使
、
毎
遣
之
」
と
あ
る
の
は
、
強
固
な
人
身
的
隷
属
性
と
は
む
し
ろ
逆
で
あ
る
よ
う
に
も
み
え
な
く
は
な
い
。
姜
伯
勤
氏
は
、「
十
夫
客
」
と
高
昌
の
「
作
人
」
に
つ
い
て
、
主
人
に
提
供
し
た
労
役
は
主
人
が
予
め
つ
け
た
買
価
に
対
し
て
債
務
を
帳
消
し
に
す
る
等
価
物
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
⑳が
、
成
り
立
た
な
い
議
論
で
は
な
い
と
私
は
思
う
。
そ
も
そ
も
堀
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
、「
古
代
中
国
に
お
い
て
は
「
売
」
の
語
の
意
味
す
る
範
囲
が
ひ
ろ
く
、
質
は
も
ち
ろ
ん
、
雇
傭
も
ま
た
「
売
傭
」「
買
傭
」
等
と
称
し
て
、
売
買
の
範
囲
内
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
」
の
で
あ
る
。
け
だ
し
自
売
十
夫
の
基
本
が
雇
傭
関
係
に
由
来
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
必
ず
し
も
支
配
隷
属
関
係
の
内
在
す
る
の
を
前
提
す
る
必
要
は
な
い
。
良
民
内
身
分
関
係
と
し
て
の
枠
内
に
維
持
せ
ら
れ
る
雇
傭
関
係
も
あ
り
得
る
か
ら
で
あ
る
（
父
・
世
道
の
代
に
孝
行
で
門
閭
に
表
せ
ら
れ
た
郭
家
の
場
合
、
そ
う
し
た
歴
史
的
伝
統
が
色
々
な
意
味
合
い
か
ら
自
売
十
夫
の
際
の
原
平
と
買
主
の
関
係
を
良
民
内
身
分
関
係
と
し
て
維
持
せ
ら
れ
る
よ
う
働
く
可
能
性
は
決
し
て
低
く
な
い
と
思
う
）。「
十
夫
を
自
売
し
て
、
以
て
衆
費
に
供
す
」
と
あ
る
の
は
、
十
夫
福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
紀
要
（
社
会
科
学
）、
三
、
二
〇
一
二
六
八
分
の
傭
力
を
抵
当
に
し
て
、
十
夫
相
当
額
を
若
干
上
回
っ
た
金
を
原
平
が
主
家
か
ら
受
け
取
っ
て
父
の
葬
儀
の
衆
費
に
供
し
た
こ
と
を
言
う
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
し
て
、
葬
が
畢
わ
っ
て
買
主
の
所
へ
赴
き
十
夫
分
執
役
し
て
そ
れ
に
見
合
う
債
務
を
消
却
さ
れ
た
後
、
な
お
残
る
十
夫
相
当
額
を
若
干
上
回
っ
た
部
分
に
つ
き
、
私
夫
の
余
聚
を
も
ち
い
て
自
贖
し
た
、
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。（

）
余
す
所
の
私
夫
を
傭
賃
し
て
母
を
養
う
の
に
使
用
し
得
、（

）
余
聚
を
自
贖
に
使
用
し
得
た
の
は
、
十
夫
客
た
る
郭
原
平
が
依
然
、
法
的
主
体
・
所
有
主
体
で
あ
り
え
て
い
る
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
よ
う
。
そ
し
て
こ
う
し
た
こ
と
は
、
郭
原
平
が
も
と
も
と
良
民
で
あ
っ
た
こ
と
を
前
提
に
し
て
考
え
た
場
合
、
高
昌
の
「
作
人
」
と
「
佃
客
」
と
な
ら
ん
で
「
十
夫
客
」
が
「
国
家
法
律
上
で
は
皆
な
良
人
で
あ
っ
て
賤
口
で
は
な
い
」
と
さ
れ
る
姜
氏
の
よ
う
な
理
解
の
仕
方
と
も
っ
と
も
整
合
す
る
よ
う
に
私
に
は
思
え
る
。
か
つ
て
唐
長
孺
氏
は
「
南
斉
書
巻
五
十
五
孝
義
呉
達
之
伝
に
は

嫂
亡
し
以
て
葬
す
る
無
し
、
自
売
し
て
十
夫
客
と
為
る

と
い
っ
て
い
て
、
当
時
通
用
し
た
一
種
の
名
称
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
」
と
言
わ
れ
た
が
、
た
だ
し
、
そ
の
名
称
が
す
く
な
く
も
社
会
（
的
）
身
分
と
し
て
以
上
に
、
国
家
（
的
）
身
分
（＝
制
度
的
身
分
）
に
ま
で
高
め
ら
れ
て
い
た
可
能
性
は
薄
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
郭
元
平
伝
は
さ
ら
に
原
平
に
関
す
る
そ
の
後
を
伝
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
し
わ
た
も
母
の
終
す
る
に
及
ん
で
、
毀
瘠
甚
だ
し
き
に
弥
り
、
僅
か
に
乃
は
ち
喪
を
を
免
は
る
。
暮
前
に
数
十
畝
の
田
有
り
、
原
平
に
属
せ
ず
、
毎
に
農
月
に
あ
な
ど
至
ら
ば
、
耕
者
、
裸
袒
を
恒
と
す
。
原
平
、
人
を
し
て
其
の
墳
墓
を
慢
ら
し
む
る
を
欲
せ
ず
。
乃
は
ち
家
貲
を
販
・
質
し
て
、
此
の
田
を
貴
買
す
。
す
な
な
ん
だ
た
み
三
農
の
月
に
は
、
輒
は
ち
束
帯
し
て
泣
を
垂
れ
、
躬
自
ら
耕
墾
す
。
及
母
終
、
毀
瘠
弥
甚
、
僅
乃
免
喪
。
墓
前
有
数
十
畝
田
、
不
属
原
平
、
毎
至
農
月
、
耕
者
恒
裸
袒
、
原
平
不
欲
使
人
慢
其
墳
墓
、
乃
販
質
家
貲
、
貴
買
此
田
。
三
農
之
月
、
輒
束
帯
垂
泣
、
躬
自
耕
墾
。
と
み
え
る
。
郭
家
の
墓
前
に
他
人
の
数
十
畝
の
田
が
あ
っ
て
、
農
月
に
な
る
と
い
つ
も
耕
作
者
が
は
だ
か
で
作
業
し
た
。
そ
こ
で
、
人
に
自
家
の
墳
墓
を
あ
な
ど
ら
せ
る
こ
と
を
欲
し
な
か
っ
た
原
平
は
、
家
財
を
売
っ
た
り
質
入
れ
し
た
り
し
て
、
そ
の
田
を
高
い
値
で
買
い
上
げ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
当
該
伝
は
前
に
原
平
の
と
き
も
「
家
貧
」
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
た
が
、
数
十
畝
の
田
を
貴
買
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。〔
Ｂ
〕
の
呉
達
之
伝
の
場
合
と
同
じ
く
、
こ
こ
で
の
「
十
夫
を
自
売
し
て
、
以
て
衆
費
に
供
す
」
も
ま
た
、
奴
隷
へ
の
転
落
に
直
結
し
か
ね
な
い
形
態
を
通
し
て
の
、
状
況
的
に
も
切
羽
詰
ま
っ
た
極
限
的
な
も
の
と
し
て
な
さ
れ
た
よ
う
に
は
や
は
り
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
結
び
に
か
え
て
と
も
あ
れ
上
述
の
如
く
で
あ
れ
ば
、
自
売
す
る
際
に
、
自
己
の
「
労
働
力
」
を
あ
ら
か
じ
め
自
ら
の
支
配
下
に
留
め
置
く
部
分
と
そ
う
で
な
い
部
分
と
に
区
分
し
、
そ
う
で
な
い
部
分
の
み
を
売
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
通
り
に
実
現
・
実
行
さ
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
そ
う
し
た
や
り
方
が
少
な
く
も
こ
の
山
根：
宋
書
孝
義
伝
に
み
え
る
自
売
十
夫
と
雇
傭
制
六
九
時
期
の
南
朝
社
会
に
お
い
て
は
一
定
程
度
、
慣
例
化＝
固
定
化
さ
れ
る
ま
で
に
至
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
で
は
、
こ
う
し
た
労
働
や
労
働
力
の
抽
象
的
な
切
り
分
け
と
い
う
よ
う
な
認
識
が
発
生
し
得
、
し
か
も
そ
れ
が
社
会
的
に
意
味
を
も
ち
通
用
す
る
よ
う
な
状
況
を
も
う
み
だ
し
た
客
観
的
、
歴
史
的
条
件
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
想
定
さ
れ
う
る
の
だ
ろ
う
か
。
当
時
、
親
や
兄
弟
の
葬
式
の
た
め
に
わ
が
身
を
投
げ
出
す
こ
と
は
、
賞
賛
の
対
象
と
な
る
の
が
一
般
的
な
風
潮
で
あ
っ
た
。
該
当
す
る
事
例
が
、
宋
書
巻
九
十
一
孝
義
で
は
郭
世
道
・
郭
原
平
伝
を
除
け
ば
呉
逵
伝
、
王
彭
伝
の
二
例
存
す
る
。
試
み
に
そ
れ
ら
を
み
て
み
よ
う
。
お
ほ
つ
〔
Ｃ
〕
呉
逵
、
呉
興
烏
程
の
人
な
り
。
荒
き
な
る
飢
饉
を
経
、
係
ぐ
に
疾
疫
を
以
て
し
て
、
父
母
・
兄
弟
・
嫂
及
び
羣
従
・
小
功
の
親
、
男
女
の
死
す
る
つ
か
者
十
三
人
。（
呉
）
逵
、
時
に
病
み
て
困
れ
、
鄰
里
、
葦
席
を
以
て
之
を
つ
つ
や
ま
い
い
裹
み
て
村
側
に
埋
む
。
既
に
し
て
（
呉
）
逵
の
疾

え
る
を
得
る
も
、
た
親
属
皆
な
尽
き
、
唯
だ
（
呉
）
逵
夫
妻
全
き
を
獲
る
の
み
。
家
は
徒
だ
壁


き
立
す
る
の
み
。
…
…
昼
は
則
ち
庸
賃
し
、
夜
は
則
ち
木
を
伐
っ
て

を
焼
く
。
…
…
朞
年
中
に
、
七
墓
成
り
、
十
三
の
棺
を
葬
る
。
鄰
里
、
其
の
志
よ
み
つ
づ
ま
義
を
嘉
し
、
葬
日
に
は
悉
く
出
で
て
助
に
赴
く
。
送
終
の
事
も
、
亦
た
倹
あ


う
け
と
や
か
に
し
て
礼
に
周
ふ
。（
呉
）
逵
、
時
に
隣
人
の
夫
直
を
逆
取
る
。
葬
お畢
は
り
、
衆
、
悉
く
以
て
之
を
施
さ
ん
と
す
。（
呉
）
逵
は
一
も
受
く
る


こ
れ
所
無
く
、
皆
な
傭
力
も
て
焉
に
報
答
せ
ん
と
す
。
わ
か
う
し
な
〔
Ｄ
〕
王
彭
、


の
直
涜
の
人
な
り
。
少
く
し
て
母
を
喪
ふ
。
元
嘉
の
初
め
（
四
二
四
年
）、
父
又
た
喪
亡
す
。
家
貧
に
し
て
力
弱
く
、
以
て
葬
を
営


な
げ
む
無
し
。
兄
弟
二
人
、
昼
は
則
ち
傭
力
も
て
し
、
夜
は
則
ち
号
き
感
ず
。
な
ら
こ
れ
す
な
は


郷
里
並
び
に
之
を
哀
れ
む
。
乃
ち
各
々
夫
力
を
出
し
て
助
け
て

を
作
ら
ん
と
す
。
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
宋
書
巻
九
十
一
孝
義
で
は
郭
世
道
・
郭
原
平
伝
以
外
に
は
親
や
兄
弟
の
葬
式
の
た
め
に
わ
が
身
を
投
げ
出
す
賞
賛
事
例
は
二
例
し
か
存
た
在
し
て
い
な
い
中
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
「
家
は
徒
だ
壁
立
す
る
の
み
」
で
あ
っ
た
り
「
家
貧
に
し
て
力
弱
く
」
で
あ
っ
た
り
で
、
生
業
は
「
庸
賃
」「
傭
力
」
に
よ
っ
て
い
る
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
賞
賛
さ
る
べ
き
彼
ら
を
「
鄰
里
」
や
「
郷
里
」
が
「
助
に
赴
」
き
「
助
け
」
よ
う
と
す
る
場
合
、
「
夫
直
」「
夫
力
」
の
授
受
（
伝
記
の
主
役
た
ち
は
「
助
け
」
を
受
け
る
の
を
通
常
潔
し
と
し
て
な
い
が
）
が
い
つ
も
顔
を
出
す
の
を
看
て
取
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
傭
力
」「
傭
賃
」
の
や
り
と
り＝
雇
傭
制
で
あ
り
、
郷
里
で
の
日
常
生
活
の
中
へ
の
雇
傭
制
の
浸
潤
で
あ
り
広
範
囲
な
展
開
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
畢
竟
、
こ
の
時
期
の
南
朝
社
会
に
お
け
る
あ
た
か
も
登
り
詰
め
た
が
如
き
ま
で
の
雇
傭
制
の
展
開
が
、一
見
し
た
限
り
で
は「
破
砕
し
た
客
制
度
」
と
お
ぼ
し
い
十
夫
客
な
る
現
象
を
出
現
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
主
要
な
要
因
で
な
か
っ
た
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
十
夫
客
は
ま
ず
は
何
よ
り
も
雇
傭
制
の
問
題
、
な
い
し
雇
傭
制
の
展
開
の
一
齣
と
し
て
認
識
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
紀
要
（
社
会
科
学
）、
三
、
二
〇
一
二
七
〇
注①
浜
口
重
国
「
第
六
篇
中
国
史
上
の
古
代
社
会
問
題
に
関
す
る
覚
書
」（
『
唐
王
朝
の
賤
人
制
度
』
東
洋
史
研
究
会
、
一
九
六
六
年
所
収
、
原
載
は
一
九
五
三
年
）
五
五
四
、
五
五
八
頁
。
②
堀
敏
一
『
中
国
古
代
の
身
分
制
―
良
と
賤
』
汲
古
書
院
、
一
九
八
七
年
の
第
六
章
（
原
載
は
一
九
八
五
年
）。
な
お
注
の
（
３
０
）
に
「
従
来
の
奴
隷
制
と
は
異
な
っ
た
隷
属
関
係
の
発
展
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
部
曲
・
客
女
と
い
う
新
し
い
身
分
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
隷
属
関
係
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
が
あ
っ
た
と
主
張
し
た
い
の
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
③
客
と
夫
と
が
一
定
の
関
係
を
有
す
る
使
用
例
と
し
て
は
、
三
国
志
、
巻
十
五
、
梁
習
伝
に
、「
建
安
十
八
（
二
一
三
）
年
…
…
…
（
梁
）
習
表
置
屯
田
都
尉


二
人
、
領
客
六
百
夫
、
於
道
次
耕
種
菽
粟
、
以
給
人
牛
之
費
。」
と
あ
る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
④
浜
口
重
国
「
唐
の
部
曲
・
客
女
と
前
代
の
衣
食
客
」（
『
唐
王
朝
の
賤
人
制
度
』
東
洋
史
研
究
会
、
一
九
六
六
年
、
所
収
。
四
八
五
頁
。
原
載
は
一
九
五
二
年
）
⑤
仁
井
田
陞
『
中
国
法
制
史
研
究
取
引
法
』
第
二
部
第
四
章
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
〇
年
所
収
。
⑥
鞠
清
遠
「
両
晋
南
北
朝
的
客
・
門
生
・
故
吏
・
義
附
・
部
曲
」『
食
貨
半
月
刊
』
二－
十
二
、
一
九
三
五
年
。
一
二
頁
に
、「
平
民
自
売
的
一
部

也
称
為
『
客
』、
不
過
我
們
所
有
的
材
料
、
都
是
一
種
破
砕
了
的
客
制
度
、
称
為
『
十
夫
客
』」
と
い
う
。
⑦
注
④
に
同
じ
。
⑧
唐
長
孺
『
三
至
六
世
紀
江
南
大
土
地
所
有
制
的
発
展
』
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
五
七
年
、
八
三
頁
。
⑨
唐
長
孺
「
魏
、
晋
至
唐
官
府
作
場
及
官
府
工
程
的
工
匠
」『
魏
晋
南
北
朝
史
論
叢
続
編
』
生
活
・
読
書
・
新
知
三
聯
書
店
出
版
、
一
九
五
九
年
、
五
五
〜
六
頁
の
註
③
。
⑩「
反
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
論
」第
３
篇
、
社
会
主
義
、２
理
論
的
概
説
の
註
文
。（『
マ
ル
ク
ス
エ
ン
ゲ
ル
ス
全
集
』
第
２
０
巻
、
大
月
書
店
、
一
九
六
八
年
の
二
八
〇
頁
。）
但
し
、
そ
こ
で
は
「
雇
傭
労
働
」
が
「
賃
労
働
」
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
中
国
古
代
の
雇
傭
就
中
漢
代
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
勞

「
漢
代
的
雇
傭
制
度
」（
『
勞

学
術
論
文
集
甲
編
』
芸
文
印
書
館
、
一
九
七
六
年
。
原
載
は
一
九
五
一
年
）、
多
田
狷
介
「
後
漢
豪
族
の
農
業
経
営
―
仮
作
・
傭
作
・
奴
隷
労
働
―
」（
『
漢
魏
晉
史
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
九
年
。
原
載
は
一
九
六
四
年
）、
高
敏
「
試
論
漢
代
的
雇
傭
労
働
者
」（
『
秦
漢
史
論
集
』
中
州
書
画
社
、
一
九
八
二
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
⑪
陳
連
慶
「
南
朝
奴
隷
考
」『
社
会
科
学
戦
線
』
一
九
八
三－
二
、
一
六
八
〜
九
頁
。
⑫
朱
雷
「
論
麹
氏
高
昌
時
期
的
「
作
人
」」
唐
長
孺
主
編
『
敦
煌
吐
魯
番
文
書
初
探
』
武
漢
大
学
出
版
社
、
一
九
八
三
年
、
六
一
〜
二
頁
。
⑬
『
歴
史
研
究
』
一
九
八
四
‐
四
、
九
〇
〜
二
頁
。
⑭
堀
注
②
書
、
二
六
三
頁
。
⑮
同
右
、
二
七
〇
〜
一
頁
。
⑯
堀
注
②
書
、
二
七
〇
頁
。
⑰
仁
井
田
陞
注
⑤
書
、
四
八
二
頁
。
山
根：
宋
書
孝
義
伝
に
み
え
る
自
売
十
夫
と
雇
傭
制
七
一
⑱
注
⑨
に
同
じ
。
⑲
堀
氏
は
、
郭
原
平
が
自
売
し
て
十
夫
客
と
な
る
際
に
主
家
か
ら
原
平
に
支
払
わ
れ
た
金
を
「
前
金
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
（
堀
注
②
書
、
二
六
三
・
二
七
〇
頁
）。
ふ
つ
う
国
語
辞
典
で
前
金
と
い
え
ば
、
売
買
や
貸
借
に
際
し
て
、
前
も
っ
て
代
金
を
支
払
う
こ
と
か
、
ま
た
は
、
そ
の
金
を
い
う
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
語
を
強
い
て
用
い
る
こ
と
で
何
を
意
図
さ
れ
て
い
た
の
か
残
念
な
が
ら
わ
か
ら
な
い
。
⑳
姜
伯
勤
「
中
国
田
客
制
、
部
曲
制
与
英
国
維
蘭
制
的
比
較
研
究
」『
歴
史
研
究
』
一
九
八
四
‐
四
、
九
二
頁
。

堀
注
②
書
、
二
七
二
頁
。
な
お
、
注
⑨
の
唐
氏
の
註
文
中
に
は
、
傭
は
又
た
よ
く
客
と
い
わ
れ
、
群
書
治
要

巻
四
十
五
崔
寔

政
論

に
て
は
地
方
官
が

仮
令
無
奴
、
當
復
取
客
、
客
傭
一
月
千

と
い
い
、
こ
れ
は
僕
従
と
し
て
の
雇
傭
な
の
で
あ
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。

注
⑳
に
同
じ
。

注
⑧
に
同
じ
。
福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
紀
要
（
社
会
科
学
）、
三
、
二
〇
一
二
七
二
